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第九次福井市総合計画審議会 専門部会 第４部会（第２回） 

 

■開催日時：令和７年10月16日（木）14:00～16：00  

 

■開催場所：福井市上下水道局５階 大ホール 

 

■出席者：別紙のとおり 

 

■会議内容 

１．開会 

○司  会 

 それでは、定刻となりましたので、ただいまから福井市総合計画審議会専門部会第４部会の２回目

の会議を開催させていただきます。 

 まず初めに、福井市市民憲章の唱和を行いますので、恐れ入りますがご起立願います。 

 市民憲章は、お手元の会議次第の裏面に掲載してございますので、ご覧ください。私が前文を朗読

しますので、引き続き１番からご唱和をお願いいたします。 

（福井市市民憲章唱和） 

○司  会 

 ありがとうございました。どうぞご着席ください。 

 委員の皆様方におかれましては、公私ともにお忙しいところをご出席いただき誠にありがとうござい

ます。 

 それでは、議事に入る前に本日の資料の確認をさせていただきます。 

 まず、お手元に配付しておりますのが本日の会議次第、次に委員及び出席者の名簿、そして座席表

並びにメモ用紙でございます。 

 また、パソコンのほうに資料５、専門部会での審議事項、資料７、将来都市像（案）、資料８、第九次

福井市総合計画原案、資料９－４、総合計画原案に対する意見と対応案、資料10－４、政策階層に

ついて、以上５点をお開きしております。 

 不備等はございませんでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 ありがとうございます。 

 なお、資料９－４につきましては、第１回の専門部会でいただきましたご意見の対応案となります。こ

のうち、原案に反映するもの、また具体的な取組として検討するもの、その他反映が困難であったも

のなどに分類をしております。原案に反映したものに関しましては、資料８のほうに赤字で該当箇所を

記載しておりますので、後ほどの事務局からの政策ごとの説明と併せてご確認をいただきますようお

願いいたします。 

 このほか参考資料といたしまして、参考７、令和７年度市民意識調査結果を新たに追加させていた

だいておりますので、審議の際の参考としていただきたいと思います。 

 それでは、議事のほうに移りたいと思いますので、西村部会長、どうぞよろしくお願いいたします。 
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２．議事 

○部会長 

 それでは、ただいまから議事に入りたいわけですが、前回、皆様からたくさんのご意見をいただきあ

りがとうございました。今日もそのようにしていただけると大変ありがたいと思いますので、ご意見等よ

ろしくお願いします。 

 それでは、まず資料５を見ていただきたいと思います。 

 この第４部会では、前回、分野ひとの政策について審議をさせていただきました。本日の２回目で

は、将来都市像（案）と第１回までの意見等を基に作成された施策、これについて皆さんたちのご意

見をいただきたいと思います。 

 なお、審議に当たっては、委員からのご意見をできるだけ多くいただきたいので、事務局からの説明

は簡潔にお願いしたいと思います。 

 

（１）将来都市像（案）について 

○部会長 

 まず、将来都市像（案）について、事務局のほうからご説明をお願いしたいと思います。 

○事務局 

 それでは、１ページ、将来都市像の変遷をお願いします。 

 まず最初に、直近３つの将来都市像を振り返ります。 

 左側が将来都市像、右側が考え方になります。 

 第五次計画の都市像は、人、街、自然、文化の交・響・楽・彩ふくいです。 

 考え方は、個性のある人、街、自然、文化が交わり、響き、楽しみ、彩りが生まれることで市民に活力

がみなぎる町が生まれるでございます。 

 次に、第六次計画の都市像は、自然・活気・誇りにみちた、人が輝く、かえりたくなるまちふくいです。 

 考え方は、自然、人が集い、交流し、学び、働くことで生まれる活気、お互いを尊重し、福井の町、歴

史、文化への誇りに満ちた町、生き生きと人生を送る人が輝く町を目指す。市内に住む人も外から来

る人も我が家のように思う帰りたくなる町ふくいの実現を目的としています。 

 次に、第七次、八次計画の都市像は、みんなが輝く全国に誇れるふくいです。 

 考え方は、市民、地域、企業など本市の全てが輝き、みんなが豊かさを実感できるまちづくりを進

め、市民一人一人のふるさと福井に対する誇りの醸成と全国に向けた発信を目的としています。 

 将来都市像は、おおむね10年で変更となっています。 

 次に、次ページに参りまして、02、将来都市像について及びキーワード一覧です。 

 ①次期将来都市像の概要です。 

 将来都市像は、長期的な取組により実現を目指すおおよそ５から10年先の本市の将来の町の姿、

コンセプトです。また、今回新たに市民の皆様に分かりやすく届けるため、１つの文章が長くなるのを

防ぐため、都市像と連動した副次的なサブテーマ、キーメッセージを設定しました。後ほど紹介する都

市像（案）の下に波線、チルダで掲載しています。 

 ②キーワード一覧です。 

 次期総合計画は、これまで以上に市民の皆様や庁内での意見交換を実施し、策定を進めており、

意見交換や審議会での発言を抽出し、発言を６つのキーワードに分類しました。 

 ３ページから後ろの部分に参考資料として、専門部会での意見や市民からの意見などからキーワ

ードを作成した過程を掲載しています。後ほどご確認ください。 

 ２ページに戻りまして、６つのキーワードを設定しました。 
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 人と人、政策と政策などのつながり、広がり、多様な価値観を受け入れるなどの多様、福井型の新

しい形、チャレンジ、若者などライフステージに応じた居場所、ありのままを誇る福井らしさ、福井って

いいね、ウエルビーイングです。 

 今回は、キーワードも参考にして都市像を考えています。また、今回、審議委員の皆様に第１回目の

全体会で審議委員一人一人に理想の未来を発表していただき、また第１回目の専門部会では施策

を提示せずに政策を議論していただき、市のあるべき方向性についての発言がございましたので、キ

ーワードとしてではなく発言そのものも参考にさせていただいております。 

 次ページに参りまして、03、将来都市像（案）及びキーワードの取り入れ状況です。 

 将来都市像は、彩り豊かな想いかがやく、未来ひらくまち。ふくい。サブテーマが、さあ、楽しもう！チャ

レンジする毎日を！です。ひらくには様々な意味がありますが、閉じたものを開け広げ、新たに物事を

始める意味があります。 

 右上の参考にした審議委員の意見は、やりたいと思ったことをちゃんと受け止められる社会を実現

することで好循環が生まれるとの意見や、審議委員一人一人の理想の未来を真剣に発表している

様子を本当に感動しているとの意見、今後ますます広がる多様なライフスタイルを応援することを伝

えてほしいとのご意見です。 

 考え方ですが、こどもからお年寄り、障害者など、様々な人々や地域がいろいろな様々な思いを持っ

て生活しています。市民一人一人の思いは貴重な財産であり、輝き続けるもの、そんなすてきな思い

が町を彩り、すてきな思いが輝く町であり続けたい、そんな願いを込めて策定しました。 

 少子・高齢化、人口減少が急速に進む社会では、これまでの考え方ややり方が通用しない場面が

生じます。一人一人のすてきな思いとほんのちょっとのチャレンジが合わされば、今よりきっとすてきな

福井市が始まります。さあ、福井はこれから。さあ、楽しもう、チャレンジする毎日をでございます。 

 今回、様々な機会を通して、これまで以上に市民や若手職員と意見交換し、策定作業を進めていま

す。総合政策課でも、藤島中学校や会議所の青年部、公募したＺ世代の市民、庁内の若手職員など

とワークショップをしました。みんなが目を輝かせて、真剣に福井市の理想の未来について発言して

おり、正直心強いなと感じました。このままあらゆる世代が福井の未来についてすてきな思い、意見を

持ち続ければ、きっと福井市はよくなると感じたところから策定しています。 

 また、サブテーマを楽しもう、チャレンジとすることで、チャレンジへのハードルを下げ、強制感がなく、

みんなで楽しんで挑戦してもらうことをイメージしております。 

 工夫した点は、彩りを加えることで、思いが町を彩るイメージ、彩りに豊かさを加えることで、思いの

広がり、また想いについては感情が込められた思いにつながる漢字を取り入れています。 

 取り入れたキーワードは、多様、福井らしさ、つながり、広がり、チャレンジなどでございます。 

 この案につきましては、市長協議や各部会長などで構成する調整会議を終えて、最終的に残った一

案となります。ご審議よろしくお願いいたします。 

○部会長 

 この将来都市像については、10月３日に審議会の会長や部会長が集まり調整会議が開かれた中

で論議されました。 

 協議の結果、今事務局が言われたように、彩り豊かな想いかがやく、未来ひらくまち。ふくい～さあ、

楽しもう！チャレンジする毎日を！～に決めました。このことについて委員の皆さんの何か意見がありま

したらお話ししていただきたいと思います。いかがでしょうか。 

 若い立場から何かご意見等あれば。感想でもいいです。 

○委員 

 本当に一言で言うと、純粋にこの将来都市像の文面がいいなと感じました。自分の経験と重なる部
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分が少しあって、考え方のチャレンジする毎日をや、ほんのちょっとのチャレンジが合わさればというと

ころで、私も高校の時などにチャレンジしたことや、ささいなきっかけでそういったチャレンジをする機

会を与えてもらったことがきっかけで今の大学に進学したり、またやりたいことや進む方向性みたいな

ものが切り開けたという経験があったので、こういうことをもっとこういった感じで市が全面アピールし

ていくことは、より市民一人一人にこの思いが届くと思うし、市全体、県全体でこういったチャレンジを

する取組というのを、そのような姿勢を持つということはとてもいい好循環が生まれていくのではない

かと感じました。 

○部会長 

 今言われるように、僕も思うのですが、彩り豊かなといういろんな豊かを持った人たち、赤ちゃんから

老人までいろいろ含めて、障害の方から障害のない方を含めていろんな自分たちが輝いていけるよ

うな、そういう町になったらいいなということがここにあるんではないかなと個人的には思っておりま

す。 

 何かご意見等いかがでしょうか。 

○委員 

 ６つのキーワードの件ですが、ぱっと違和感を感じたのは多様という言葉なんです。あえてこれは多

様性の性を省いたのではないかと思っているんですが、そこら辺はいかがですか。 

言葉的にざっと羅列されていて、それぞれのキーワードの狙いとかコンセプトはよく分かるんですが、

多様という言葉でいうと感覚的に受け入れられないので、多様性と書いてもいいのではないかと思っ

たんですが、性を省いた理由があるのかなとも思ったので。 

○事務局 

 多様性というと結構いろんな捉え方、多様でもあるんですけど、本当にセンシティブなところまでい

ろいろな捉え方がありますので、こちらの趣旨としては多様ということで、いろんな考え方が生きてい

きますよとか、そういうことも生かしていきたいなと、そういうことで多様という言葉で表現させていた

だきました。多様性というと、多様でもそうなんですけど、もともと持っているイメージがちょっと強いの

で、多様というのでちょっと短く表現させていただきました。 

○部会長 

 あとは何かご意見ありますでしょうか。 

○委員 

 チャレンジのところの福井型の新しい形とあります。タイトルでチャレンジする毎日をって、この福井型

の新しい形というのは、市としてこういう形というのが何かあるのですか。それとも、それも個人個人で

どうぞというニュアンスなのか、質問です。 

○事務局 

 福井型の新しい形というのは、各分野で協議している中で、やり方を変えて福井型の新しい形をつ

くったらどうかという意見がございましたので。今具体的には出てこないんですけど、そういうことをつ

くることもチャレンジだと思いますので、そういうことからチャレンジという言葉を抽出させていただきま

した。 

○委員 

 これは、市のほうからこういうチャレンジの型が提示されるという理解でよろしいんですか。 

○部会長 

 基本的には、福井市に住んでいる我々が、ある意味で言うと福井市という一つの大きなセンターの

ようなものを持って、いろんな環境があるわけですね。その中で生きていくというそういう意味を含ん

でいるということで僕は解釈しました。 



【議事要旨】 

- 5 - 

○委員 

 若者たちにとって福井型の新しい形ってぱっと文字を見ても理解できないだろうなと、福井型って何

なのか生徒から質問される文言だなと思って今質問してみました。 

○部会長 

 福井型というのは何かっていうことをちゃんとはっきりしてほしいということですね。 

○総合政策課副課長 

 こちらのほうのキーワードにつきましては、これまでのワークショップであるとか、インターネットである

とか、各部局、分野ごとの意見交換会をする中でいただいたご意見の中で、これから参考にすべきも

のとして我々のほうでまとめたということでございまして、当時いただいたご発言の趣旨としましては、

そういった皆さん一人一人がいろいろな思いを持ってしっかりと自分のチャレンジを積み重ねていくこ

とで、それが福井らしい、福井らしさということにつながっていく町になっていくのではないかというよ

うなご意見をいただきましたことから、そういったところをしっかりと我々も反映していきたいと、反映す

べきであると考えておりまして、こちらのほうに取りまとめのキーワードの一つとして使わせていただい

ているという状況でございます。 

 ですので、この将来都市像に向けて、今ほどもありましたように、皆さん一人一人がこどもからお年

寄りまでしっかりとチャレンジ、自分の夢の実現に向けて取り組んでいくことで将来的には福井らしさ

が生まれてくるのかなということで、このように今解釈して使わせていただいているという状況でござ

います。 

○部会長 

 いいでしょうか。 

 それじゃあ、そのほか何か。 

○委員 

 サブタイトルのところについてお伺いしたいんですが、楽しもうというのは、その後に続くチャレンジす

る毎日をに係っているのか、それとも日々のあらゆることを楽しもうとしているのか、この解釈について

教えてください。 

○事務局 

 基本的な考え方としましては、チャレンジにつきまして、楽しんですることでちょっとハードルを下げる

イメージでございます。チャレンジと言っても、身の回りの本当に小さなチャレンジから大きなチャレン

ジまで様々なチャレンジがあると思っております。回答ではないかもしれないですが、日々の小さなこ

と、昨日できなかったことができるようになることもチャレンジというように考えております。例えばです

が、今日は健康のためにエレベーターではなく階段を使うとか、そんなことでもいいと思うんです。ふ

だん挨拶していない人に自分から挨拶してみようとか、そういったことも日々の様々なチャレンジの一

つと考えています。そういったことを楽しみながらする。そういったことが日々の楽しみにつながるのか

なというふうに考えております。 

○部会長 

 そのほかございますでしょうか。 

 いかがですかね。 

   〔「なし」の声あり〕 

 なければ、将来都市像をこういう形でご了解いただけますでしょうか。 

 いいでしょうか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 ご賛同いただき、ありがとうございます。 
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 この案について審議はこれで終わらせていただきます。 

 

（２）政策１４「こども・子育てに関する政策」について 

○部会長 

 次に、政策14「こども・子育てに関する政策」について、事務局のほうから説明をお願いいたします。 

○事務局 

 それでは、資料８の第九次福井市総合計画原案の19ページ、政策14「こども・子育てに関する政

策」をご覧ください。 

 資料の上部、オレンジ色の背景の部分が政策階層、資料の下のほう下部が、左側から、現状、課

題、施策となります。第１回の専門部会では、原案として示した政策階層を基に各委員からご意見を

いただきました。今回は、第１回までの意見などを基に作成された下側の右側の施策を中心に議論

していただきます。 

 まず、「こども・子育てに関する政策」の現状、課題についてですが、第１回専門部会でご説明したと

おり、安心してこどもを産み育てることができる環境を整えるとともに、社会全体でこどもの成長を応

援することが求められています。また、特に支援を必要とするこどもへの適切な支援や、保護者がゆと

りを持ってこどもに向き合えるための取組が必要です。 

 このような現状、課題を踏まえ、次の５つの施策を掲げました。 

 まず、１番、安心してこどもを産み育てることができる環境を整えるについてです。 

 健康管理センター内に設置したこども家庭センターなどにより、妊娠から子育て、こどもに対する切

れ目のない相談支援を行うとともに、産後、安心して子育てがスタートできるよう、産後ケア事業の充

実を図ります。 

 また、こどもを望む全ての方が安心して治療を受けることができるよう、不妊治療に係る経済的、精

神的負担を軽減します。 

 公私立園や一時的、定期的な預かりの受入れ体制を整備するとともに、施設の改修などを計画的

に進め、安全・安心な施設環境を維持します。 

 さらに、質の高い教育、保育を受けられるよう、研修の充実などを促進し、さらなる質の向上を目指

します。 

 次に、２、こどもが成長できる環境を整えるについてです。 

 全てのこどもが安全で安心して過ごせる多くの居場所を持てるよう、放課後児童クラブや児童館事

業、放課後子ども教室、こども食堂などの取組を強化します。また、家庭、地域及び関係団体が連携

して、青少年交流や見守り活動などに取り組みます。 

 次に、３、若者が自らの意思で将来を選択できるよう支援するについてです。 

 婚活イベントなどを通し、出会いから交際、結婚に至るまでの一貫した支援を推進します。また、若

い世代が性や妊娠に関する正しい知識を身につけるとともに、将来の妊娠、出産に向けた適切な健

康管理を促す取組、いわゆるプレコンセプションケアを推進します。 

 次に、20ページ、４、全てのこどもの成長過程を支援するについてです。 

 乳幼児健診などを通じ、こどもの成長、発達の確認を行うとともに、疾病の早期発見と健康の保持

増進を図ります。また、障害のあるこどもや医療的ケア児が地域で安心して生活できるよう、保健・医

療・福祉などの関係機関と連携した切れ目のない支援を行います。 

 低所得層にあるこどもに対して、学習支援や食事、体験、遊びの提供や経済的支援を行います。 

 児童虐待の未然防止、早期対応に取り組むとともに、社会的養護を必要とするこどもに向け、児童

相談所などの関係機関や地域と連携し、見守り体制の充実に取り組みます。 
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 日本国外にルーツを持つ、いわゆる外国につながるこどもやその家族が自立して暮らすことができ

る環境を整備します。 

 ヤングケアラーの普及啓発活動や該当者の把握、育児、家事援助など必要な支援につなげます。 

 本市では、こどもの未来が輝く町の実現を目指し、今年４月に福井市こども未来条例を施行しまし

た。基本理念やこどもの権利について関心を高め、周知活動に努めるとともに、こどもの意見を取り

入れた取組を推進します。 

 最後に、５、保護者への子育て支援を充実し、社会全体でこどもの育ちを支えるについてです。 

 安心して子育てができるよう、各種の子育て支援事業に取り組むとともに、手当の支給や医療費の

助成などを通して子育て家庭の経済的負担を軽減します。 

 また、独り親家庭が抱える様々な問題に対応するため、子育てや就労、養育費の確保など、関係機

関と連携した支援を行います。 

 さらに、様々な支援に関する窓口などのさらなる充実強化及び集約化の検討を行うとともに、利用

者が必要とする子育て情報を冊子、ＳＮＳなどの様々な媒体で一元的に発信します。 

 このほか、幅広い世代が利用できる新たな遊び場の在り方について検討します。 

 以上で政策14の説明を終わります。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 今、事務局から説明していただいたわけですが、政策14のことについて何かご意見等ございますで

しょうか。 

○委員 

 最後のところの保護者等への子育て支援の充実というところなんですが、私はどうしてもこの一番

下の既存の遊具の更新や、児童館の在り方、利用できる新たな遊び場の在り方について検討するの

は、こども目線で行くのであれば②のところに入れたほうが、よりこどもの意見を聞けるような体制が

取れるのではないかと思います。 

 というのも、子育てをしていて、親がこどもを連れて行く時期というのは18年間の間でとても短いで

すよね。18歳までとか、22歳ぐらいまでというこの長い二十何年間の間に親と一緒に公園に行く時

間というのは非常に短いと思っているので、私は遊び場の在り方はこども本人たちに直接サポートさ

れるものだと思っているので、こどもが成長できる環境を整えるの中にどんと載せてしまったほうがす

っきりくるのではないかなと思って、少し意見させていただきました。 

○部会長 

 ５番のとこに入ってますね、保護者。これを何番に入れるということですか。 

○委員 

 ２番に入れたらどうかなと思ったんです。 

○部会長 

 こどもの意見として、健やかな成長のサポートだと。 

○委員 

 そうです。こどもの健やかな成長のサポートの中にどんと入れていけばいいのかなと思いまして。や

はり成長の中に遊びというのはとても大事な要素だと私は思うので。 

○部会長 

 こどもの目線から環境をちゃんとこれぐらいにしたほうがいいんではないかと。 

○委員 

 そうです。 
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○部会長 

 分かりました。 

 その辺どうですかね。 

 何かほかの委員さん、あれば。 

   〔「なし」の声あり〕 

 なければ、事務局のほうで何かありますかね。 

○こども未来部次長 

 今ほどの委員のご意見でございますが、ごもっともでございます。今遊び場の検討につきましては、

今年度、取組を始めさせていただいておりまして、庁内で若手の職員のプロジェクトですとか、あるい

は保護者の目線にはなるんですけれども、遊び場プロジェクトという、新聞でもご覧になった方がいら

っしゃるかと思うんですが、そういった団体とも意見交換をさせていただいておりまして、新しい遊び

場、既存の公園なんかの改善等も含めてさせていただいているところでございます。 

 この取組の掲載の仕方としまして、内部でのご相談にもなるんですが、保護者の目線もございます

し、当然今ご意見がありましたこどもの目線、こどもまんなか社会ということで、考え方を理念化する

ためにこども未来計画を策定させていただいておりますので、どちらを明記するかはまた検討させて

いただけたらなというふうに考えてございます。 

○部会長 

 言われるように、環境をつくるのはこどもの意見を聞きながらという、何かその部分が一つ入ってい

るといいということですね。ありがとうございました。 

 そのほかありますでしょうか。 

○委員 

 意味があまり分からなかったので聞きたいんですが、４番の課題のところの外国につながるこども

やその家族が自立して暮らすことができる環境というのはどういう状態のことをおっしゃっているんで

しょうか。 

○こども未来部次長 

 経済的な支援のところにもつながっていくんですけれども、そういう方ばかりではないんですが、外

国籍の方ですとなかなか日本になじめないとか、そういったところでの学習環境とか家庭環境を含

めまして支援をしていく対象の一つとして、こういう記載の仕方をさせていただいております。 

○委員 

 自立という言葉が何かちょっと違和感を感じたという次第です。 

○部会長 

 どういう形ならいいですかね。もしご意見あったら。 

○委員 

 なじめないという意味で捉えているのであれば、自立とまたちょっと違うのかなっていうのを思って、

ほかにいい言い方が何かないかなと思いました。 

○こども未来部次長 

 検討させていただきます、違和感のないような形で。ありがとうございます。 

○部会長 

 何かそのほか。 

 私から１ついいですか。 

 こども一人一人が自らの可能性を広げられるよう社会全体でこどもの成長を応援、これ全体で応

援することにより、と何度か入っているんですが、応援し、こどもの未来が輝く町をつくると、完全にみ
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んなが応援したんだ、社会がというふうにはっきりしたほうがいいかなという感じがするんですが、い

かがでしょうか。 

○こども未来部次長 

 検討させていただきます。前回のご意見を踏まえて、このような形で、今部会長がおっしゃるとおり、

こどもの未来が輝くまちをつくるというのが昨年度策定させていただいたこども未来計画の基本理

念でもございますので、ここの部分は生かしつつ、前文のところをまた検討させていただきます。 

○部会長 

 すいません、よろしくお願いします。 

 そのほか政策14のとこは何かありますかね。 

○副部会長 

 保護者の方から聞いた意見の話を１つだけ。 

 ②番のこどもが成長できる環境を整えるというところで、全てのこどもが安全で安心して過ごせる多

くの居場所を持てるようということで、いろんな居場所をつくっていくというところで、今こども食堂と

か、あとは不登校支援のフリースクール的な場所をつくっていこうという動きをしている方が１つずつ

増えているなというのを耳にしています。 

 ここで学習支援の取組を強化しますということなんですが、これはこの場でお聞きできることじゃな

いかもしれないんですが、居場所をつくろうとしている方々が一番困っているのが資金の面で、やろう

やろうという気持ちはあって仲間は集まっているけれど、やろうとしたときにどうしてもお金が必要で、

今それこそクラウドファンディングとか、地域の寄附金という形で何とか集めようとしているけれど、そ

れでもなかなか厳しいと。行政の方からこのような予算が出るとすごくありがたいなというご意見を

聞いているんですが、この強化というところの中にそのような予算的な部分とか、そういうところのお

考えとかはあるんでしょうか。 

○こども未来部次長 

 今ほどのこどもの居場所で、こども食堂ですとか学習支援、こちらにつきましては、昨年度６月補正

予算で拡充をさせていただいておりまして、通常の食事の提供だけでなくて学習支援なんかの取組

を行った場合に補助の金額を倍にさせていただいたりですとか、取組回数を増やした場合に補助の

金額を増額させていただいておりまして、今ほど委員からご意見ありましたように、その拡充の効果も

ございまして、17エリア、実施している団体数も倍増しております。物価高騰も続いておりますので、

今後も状況を見ながら対応を検討してまいりたいと考えております。 

○部会長 

 そのほかございますでしょうか。 

○委員 

 ３番の若者が自らの意思で将来を選択できるよう支援するというところなんですが、２つちょぼがあ

りまして、結婚を考えるというところと、若い世代が性や妊娠に対する正しい知識を身につけるという

この２つなんですが、もう一つ、将来大学に行きたいとか、そういった若者もいらっしゃると思うので、

学びたい人が経済的な理由で学べないことがないように奨学金の拡充とか、そういった部分という

のは入ってこなかったかなと思いまして、１つ質問です。 

○こども未来部次長 

 今ほどの奨学金の拡充等の支援につきましては、ここの部分が奨学金等の拡充そのものを指して

るわけではございませんが、施策５のところの保護者への子育て支援を拡充し、社会全体でこどもの

育ちを支えるという項目の中の２つ目でございますが、ここは安心して出産や子育てができるという

大きいところの中で、具体的な項目としては手当の支給、医療費の助成等々をして経済的負担を軽
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減しますと。この中にほかの支援も含めて、今後実際の事業につきましては検討してまいりたいと考え

てございます。 

○部会長 

 いいでしょうか。 

○委員 

 同じく③番のところ、若者の進路選択や自立に向けた支援、これが今現状としてはこどもが生まれ

ないというところで、こどもを産み育てるということが大前提として、結婚を考えるということ、そして妊

娠、出産ということが前提で書かれているなとこのちょぼを見て思います。でも、③番のところは、自ら

の意思で将来を選択できる、今の若い人たちはこどもを持たない、結婚もリスクである、子持ち様と

いう言葉も出ている、現状の中で、若者たちからは、福井市は進路選択ってこれしかないのと若い保

護者さんたちは思うんではないかなと思います。でも、14の施策でないところでお子さんを持たない

若者たちも、自分で好きなようにチャレンジをしていくというのが先ほど狙いでもあったわけじゃない

ですか。だから、こどもを持つ持たないという自由もこれからは認めてくる時代になっている中で、私

は３番は違和感があるなと思っています。 

 それからもう一つ、今現場にいまして、20ページの最初のちょぼです。こどもの成長、発達、ここのと

ころで３行目です。保健・医療・福祉等の関係機関と連携した切れ目のない支援を行います。これは

当然のことで、実際何が起こっているかというと、結局縦割りのところで、どこが主導権を持ってこど

もに誰がどんな支援をするのかという決定権がどこにもないという現状が今起こっています。だから、

切れ目ない支援は当然起こす、しないといけないんだけれども、もう少し踏み込んだ文章にすべきで

はないかと思っております。 

○部会長 

 逆にどういう書き方をしたらいいんでしょうかね。またそれを１つ言っていただけたら。 

○委員 

 それは、現場でもあります保健・医療・福祉、それぞれ連絡を取っても保健の担当者はここ、医療の

担当はここ、福祉の担当はここで決裁もする、その主導権は学校ではなく行政なんだろうけれども、行

政の中でどこの部署が福祉であれば担当するのかというのを明確にすれば分かりいいかと思いま

す。 

○部会長 

 今回こども家庭センターができたのがそういう理由なんですね、たしか。 

○こども未来部次長 

 そうでございます。昨年４月に妊産婦、子育て世帯等の身近な相談窓口として、今部会長がおっしゃ

ったこども家庭センターふくっこを開設いたしまして、当然個別の具体的な細かい案件につきまして

はそれぞれ関係部署と連絡、調整させていただきながら対応するという形を取っております。 

○部会長 

 だから、この保健・福祉を含めて何かあれば相談してもらって、そこは支援するよということで国でつ

くったんですよね。それを去年設立したばかりなので、まだつながってないんですが。なので、ここへも

し書くとするとどういう書き方がいいか。具体的に書くのは難しいですし、どうしたらいいですかね。 

○委員 

 連携してないとは言えませんが、もうちょっと強化をしてつなげてほしいという現場の声でございま

す。支援センターを中心にして強化いたしますというような書き方のほうが、より進んだなという印象

は持つかと思います。 

○こども未来部次長 
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 承知しました。 

○事務局 

 委員からご質問いただきましたこども・子育てだけの分野に限らず、いろんな選択肢、女性にとって

いろんな生き方、価値観があるというようなところが必要ではないかというご意見に関してですが、資

料の６ページをご覧いただきまして、こちらの部会とは別の部会になりますが、こちらのほうで誰もが

尊重され、それぞれの個性や能力を発揮しながら活躍できる町をつくるということで、主に右側のほ

うの②番で、特に女性が輝き生き生きと暮らせる社会の実現を図るということでございまして、その中

の特に３ちょぼ目、今回新たにアンコンシャスバイアスという無意識の思い込みとか偏見、こういった

ことを減らして、いろんな女性に限らず様々な価値観とか考えをお持ちの方がいらっしゃいますし、先

ほどご意見いただきましたそういった方皆さんが自分の思い思いのチャレンジをしっかりとしていける

ようにということを踏まえまして、こちらの場所にそういった女性を含めました様々な価値観また偏見と

かもなくしつつ、生きやすい居場所のある社会をつくっていくということで記載をしているということで

ご報告させていただきます。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 いかがでしょうか。一応そういうことで了解していただけますか。それとも、もうちょっとこういう具合に

してほしい。今のことはなかなか難しい問題なので。 

○委員 

 「こども・子育てに関する政策」を出しているという状況で自分の意思で将来を選択するといったと

きに、結婚とか出産という言葉に何か変なメッセージを感じてしまうことはないのかなと私もちょっと

危惧しています。そもそも自らの可能性を広げられるようということなので、もちろん結婚しながら何か

ができるとか、子育てをしながら何かができる社会をつくることはとても大事なことだと思うんです

が、それをベースにしてしまっているようにメッセージとして出てしまうのではないかと感じています。 

 というのも、これから先、事実婚をされる方などいろいろいらっしゃる中で、もちろん結婚することを考

えることをより進めていくことは駄目なことではないと思うが、先ほどとても重要なワードが出た中に

多様という言葉もあるのであれば、多様な将来像というものを切り開けるような文言のようなものを

出したほうが、それが施策としてどのように持っていくのかというとこだと思うし、実際はもちろん安心

して出産であったり子育てできるような環境、市政であるよというメッセージだと思うんですが、それだ

けではなく、そのほかの方々のというか、こどもの時点で狭まってしまうのでは、可能性が広がってい

かないと思うので、大人になるためのいい将来像を築けるような取組をもっとしていくといいのではな

いかと思います。 

 もちろんどんな形であれ、家族や家庭をつくることはすごく幸せなことで、いいことだと思いますの

で、進路選択という言葉を使うのであれば、形にこだわるような、将来像というようなものをあまり載

せずに何かうまく出せるといいかなと思います。 

 だけど、これはこれでいいと思います。結婚をかなえたい人たちが悩まずに出産や結婚に至れると

いうのはとても大事なことだと思うので、プラスして何かもう少しそれ以外の方への持ち方であった

り、いろんな多様な将来というものを見据えられるようなサポートをできるようにしていきますみたいな

文言があるといいのかなということを強く感じました。 

○こども未来部次長 

 先ほど、各委員からご指摘ありました部分につきましては、先ほど事務局の説明からもプレコンセプ

ションケアというワードが出ましたけれども、こちらのほうは妊娠、出産だけではなくて、将来のライフプ

ランを考えながら自分の生活だとか、健康を考えていくということだと認識をしておりますので、申し
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訳ございません、ここの取組のところの表現が将来の妊娠、出産に向けたという直接的な、限定する

ような表現になっておりますので、ここは検討させていただきたいと思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 あと何か。 

○委員 

 私がちょっと結婚とかに携わっているもので、ご意見させていただくと、やっぱりこの結婚とか出産と

いう言葉はとてもセンシティブなワードなので、それで気になる方というのは実際に多いんですけど、

ただ難しい言葉だったんで分からなかったんですけど。 

○こども未来部次長 

 プレコンセプションケア。 

○委員 

 そうそう。そちらでいろんな情報とかいろんなモデルケースをご紹介いただくことがやはりいいと思っ

ています。現場として何が問題かというと、結婚とか出産に全く触れずに大人になってきて、今結婚し

たい、今出産したいと気づくのが遅くなるとすごく困るということが起こり得るなと思っていまして、若

いうちからそういういろんな自分の家族だけじゃない形とかを見ていくことはとても大事だと思うの

で、そういう部分も踏まえて何となくワードに落とし込みいただけると現場としてもありがたいです。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 今出ていたのは、こどもの目線から見てくださいや若者の考え方は多様的な考え方、生き方もある

ということも含めて考えてほしいとか、幾つか出ていますので、もう一度少しご検討いただけるというこ

とで。よろしくお願いします。 

 

（３）政策１５「学校教育に関する政策」について 

○部会長 

 それでは15の政策にいきたいと思うので、説明お願いします。 

○事務局 

 それでは、原案の23ページ、(3)政策15「学校教育に関する政策」をご覧ください。 

 まず、現状、課題についてですが、本市では、グローバル人材の育成、情報教育や情報モラルの啓

発、キャリア教育を推進しています。また、不登校やいじめ問題など、こどもたちや保護者が抱える

様々な問題に対応するため、支援しています。今後、部活動の在り方の検討や、学校が地域の活動に

果たす役割を踏まえた対応が求められています。 

 このような現状、課題を踏まえ、５つの施策を掲げました。 

 まず、１、児童・生徒の生きる力を伸ばす学校教育などを充実するについてです。 

 本市では、外国語授業へのＡＬＴの配置などによるグローバル人材の育成や、ＩＣＴの活用などによ

る情報教育、またふるさと福井を誇りに思う気持ちを高めるために、地域や企業とのつながりを重視

したキャリア教育を推進しています。 

 今後も、異文化の受容や共生することができる態度、能力の育成やキャリア教育の充実に取り組み

ます。また、来年３月の休日部活動廃止後の状況を踏まえた上で、学校や地域などと連携し、平日部

活動の在り方について検討を進めます。 

 次に、２、多様なこどもたちへの支援を充実するについてです。 

 全ての児童・生徒が安心して学びを深めていけるよう、こどもたちや保護者が抱える様々な問題に
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対応できる支援体制の充実に取り組みます。 

 次に、３、児童・生徒の健康増進を図るについてです。 

 児童・生徒の体力の維持向上と健康の保持増進に取り組みます。また、安全・安心で心温まる学校

教育の提供と食育に取り組みます。 

 次に、24ページ、４、児童・生徒の安全を守り、健全な育成を図るについてです。 

 通学路の安全を図るため、関係機関と連携して危険箇所の改善に取り組みます。また、インターネッ

ト上の危険から身を守るため、適正利用に関する啓発活動を推進し、生活習慣の乱れや犯罪被害

の防止に努めます。 

 最後に、５、学びの場としての学校環境を整備するについてです。 

 良好な学校環境の中でこどもが安心して学習できるよう、学校施設の計画的な老朽化対策、維持

管理に取り組むとともに、デジタル技術を活用した教育を推進するため、ＩＣＴ環境の整備を進めま

す。 

 学校規模適正化については、こどもの学習の観点からの適正化を基本としつつ、学校が地域に果

たす役割も含め、地域と共に規模適正化に向けた協議を進めてまいります。 

 さらに、教員のこれまでの働き方を見直し、デジタル技術などを活用した学校における働き方改革

を推進します。 

 以上で政策15の説明を終わります。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 今の事務局からの説明について何かご意見等含めてあるでしょうか。 

 いかがでしょうか。 

○副部会長 

 ＰＴＡでも上がっているご意見をお伝えするようにします。 

 ２点あるんですが、１つは２番目の支援の話で、先ほどのお話とちょっと共通した話なんですけれど

も、不登校のフリースクールや、こども食堂、色々なところでお子さんの苦しみや辛さを聞いている中

で、今学校教育についてがテーマであったと思うので、学校と外部機関との連携という形で、今チャ

レンジ教室という形で提携するとこもあると思うんですが、色々なところでそのような居場所をつくる

人たちがいて、そこに数人なりとも登校の相談に来られているんですが、どうしても学校に相談すると

きにハードルがあるんですね。それは学校の先生が話しにくいということではなく、親や一般の人の立

場からすると、学校というところは聖なる場所というイメージで相談しにくいということもあると思うの

で、支援強化という中で、学校と地域で支援をされている方との関係性をもう少し強化するというか、

そのような場所や機会があるとありがたいという話を聞いています。そのような取組で、もちろん認可

された施設、チャレンジ教室とかそういうところはいいかもしれないが、そこら辺の相談しやすい環境

整備というところを今後お願いしたいということで、そのような話になるのかというのがまず１つ。 

 もう一つは、学びの場のところで、学校規模適正化の話なんですが、これは海側のほうの学校の方

が言われていたのが、今すごく生徒が減っていると。今後学校規模適正化で統合と廃校が起きる中

で、小さい学校の子と大きい学校の生徒さんを交流させる県内の留学制度みたいな、学校間の交

流、生徒同士の交流の場を設けてあげることができると、今小さい学校にいる生徒さんが大きい学校

に入ったときに抵抗なくといったらあれですが、ハードルを下げた状態で行けるのではないかと言っ

ている方がいて、やはり統合されたときに小さい子たちがどうしても苦しむというか、とてもハードルが

あったりするので、もしも統廃合を将来的に見越せる状況の学校があるんであれば、例えば学校間

交流とかそのような取組というのが検討されるのであればお願いしたいなと思うんですが、そこら辺
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は検討か何かあるでしょうか。 

○教育委員会事務局教育次長 

 まず、学校へ相談の個別の支援体制ですが、総合計画で書き切れるのはここまでだと思います。個

別の事業になりますので、実際総合計画の後、実施計画や毎年いろんな事業をやっておりますので、

その中でしっかりと考えていきたいと思います。実際事業も学校教育課がやっていますので、その辺し

っかりと取り組んでいきたいと思います。 

 また、規模適正化で大きい学校と小さい学校の交流につきましても、これも個別の事業の話になり

ますので、この適正化が進む中で何ができるかということは個別の事業の中で考えてまいりたいとい

うふうに思っております。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

○委員 

 文言について、これが残っていくと思うので、この資料について幾つか言いたいと思うので、参考意

見にしてください。 

 １つは、現状というところで、一番最後の行、３つです。 

 児童・生徒の学びの視点での学校規模適正化を基本としつつ、学校が地域の活動に果たす役割

を踏まえた対応、これは全然言っていることが分からないので、こういう文言に直したらどうかなと思

います。参考意見として聞いてください。児童・生徒の学びの視点で学校規模適正化を図るとともに、

学校と地域活動との関わりを生かすことが求められます、のような形にすると意味がすっきりするんで

はないかと思っています。 

 それから、施策のところの１の一番下です。 

 休日部活動廃止後の状況を踏まえた上で、学校や地域等と連携し、平日部活動の在り方について

検討を進めます。これも文言的には意味がよく分からないので、休日部活動廃止後の状況を踏まえ

て地域等と連携し、平日の部活動の在り方についても検討を進めますという方がすっきりするなんで

はないかなと思いました。 

 それから、めくりまして、５番目、教員のこれまでの働き方を見直し、効果的な教育活動が実施できる

よう、デジタル技術を活用した学校における働き方改革を推進します。これまた働き方改革と言ってい

るのにまた働き方改革と言ってしまうので、こういう形で直したらどうかなと思います。教員のこれまで

の働き方を見直し、デジタル技術等を活用し、効果的な教育活動を推進します。そうしたほうが、「学

校教育に関する政策」としては何かすっきりするんではないかなと思うので、そこら辺を検討してくだ

さいと思いました。 

○部会長 

 そのほか何かございますか。 

○委員 

 施策の部分を見ますと、結構文言の多くが現行の学習指導要領にのっとったキーワードがちりばめ

られているが、第九次がスタートすると、その最中に次期学習指導要領が出されるわけなんですが、

そこで出された新たな観点とかは多分見直す余裕とか、時間的余裕がないと思うんですけども、その

次期学習指導要領との整合性についてどうお考えか教えてください。 

○学校教育課長 

 次期学習指導要領との整合性です。そこは、また見直す必要があるとは思うんですけれど、まだ出て

ないので、そこをどうするかというのは検討させてください。部活動に関することなんかは一部出たと

ころもあるんですが、正式に出てないところで、今ここに反映させるのがどうかというのも検討しなけ
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ればいけないなと思います。 

○部会長 

 そのほかいかがですか。 

○委員 

 施策１の４つ目のデジタル技術を活用した学習というところで、デジタル技術を活用した学習という

のは、私の中ではタブレット学習とかがそれに関係してくると思っていまして、私は四、五年前、高校生

だったときにタブレット学習を経験しています。そのときの経験を思い出したときに、多分導入したてだ

った頃なのかもしれないんですけど、あまりちゃんとした活用がされていないという記憶がありまして。

多分その原因として、生徒にこういったタブレットを導入しますという簡単な説明と、そのとき使ってい

たのがスタディーアプリみたいな勉強のサポートアプリなんですが、そういうのを１年間使いますとい

う簡単な説明しかされていなくて、生徒的にもどう使用していいのかや、具体的な活用方法の説明が

なかったりとか、タブレット自体も家に持って帰ってもそれを使用できないという謎の制限があったり、

使用する時間帯にめり張りがなかったりとかして、それでちゃんとした活用をしない生徒が増えていっ

て、それでまた変な制限がかかってみたいなことがあって、全体的に活用がうまいことされていなかっ

たという経験があったので、今５年たって、現在は具体的な活用方法や、何か明確な目標、こうなって

いくというようなことがあるのかということと、ここの文面のところが結構大々的過ぎるなというように

感じたので、もう少し何か具体的な施策にしてもいいのかなと思いました。 

 もう少しデジタル技術で何とかでとか、ロボット、ＡＩを活用するというように、全部をまとめるよりかは

二、三個ぐらいに区切って書いてもいいのではないかと個人的には思いました。 

○学校教育課長 

 これ、一番大きい大枠のところなので、具体的にはなかなか書けないのかなと思います。 

 それから、最初の質問に戻るんですが、５年前ですとコロナが始まって急にＩＣＴ技術が入ってきたと

ころで、私もそのとき学校にいたんですが、とても大変でした。慣れないところにコロナ対応があり、生

徒たちに突然動画を作って家に配信しろと言われたり、そういうこともあってばたばたしたところがあ

ったと思います。今は落ち着いてきまして、多くの学校でスムーズにデジタル技術を使えるように、つま

りｉＰａｄとか、福井市はｉＰａｄなんですが、タブレットを使えるようになってきています。もちろん先生によ

って得意、不得意はあるので差はあるのは申し訳ないんですけれども。 

 一度学校へ見に行っていただけると一番分かると思うんですが、今ソフトも充実してきまして、教材

提示のソフトとか、例えば今までだったらプリントで黒板に書いてそれを写してとか、プリントを渡して

問題を解いてとかそういうのがあったんですが、そのプリントを渡さずに問題を先生からこどもたちの

デジタル端末にすっと渡す。こどもたちがデジタル端末を見て問題を解くとか、自分の意見交換をす

るとか。自分が意見を書いたものを今度は逆に先生に提出して、こどもたちが自分の端末で人の意

見を見ることができるとか、そういった使い方もしていますので、５年前とは大分変わっていると思いま

すので、一度機会があったら見に行っていただけるといいかなと思います。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

○委員 

 現状のところに、不登校やいじめの問題、多様なこどもたちへの対応ということが書かれていると思

うのですが、私も何で見たか分からないですが、今の不登校の一番大きな原因が無気力という回答

らしいんです。人間関係で悩んでいるからとかではなく。どこに入ればいいのかは分からないんです

けれども、体力の向上と健康の保持増進というところに、私は心の健康がとても大事ではないかと思

うので、心の健康のことを少し入れていったらどうかなと思いました。 
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 というのも、よく学力日本一とか体力日本一ってあると思うんですが、もちろん50メートルが速くなる

とかも大事だと思うんですけれども。ちょっと話は変わりますけど、運動会を見ていると、こどもたちっ

て走ったり何かしたりするときの心の動きのほうがとてもいい時間になっていると私は思っていて、だ

からこそ学校教育は体ももちろん作るんですけれども、心も育むものだと私は思っているので、心の

健康についてを少し載せていけば、保護者の方がすごく安心してこどもを預けられるのではないかと

私も保護者の一人として感じています。 

 学校の先生方はとても忙しくて大変だと思うんですけれども、学校の先生の心の健康もとても大事

だと私は思っていて、こどもたちが触れる大人がやはり心も体も健康であるこはとても大事だと思う

ので、両立できるような方法、こどもの心の健康を上げるために先生が心を病んでしまってはいけな

いと思うので、学校全体でこどもも大人も心の健康増進していくような場づくりというのを福井市とし

て取り上げていっていただいたらいいかなというのはすごく関心のあるところです。 

○教育委員会事務局教育次長 

 心の健康はとても難しい課題だと思っております。どこの施策に入るか検討させてください。 

○学校教育課長 

 学校の先生の心の健康については、先生とこどもと、それから保護者の心の健康もあると思います

ので、そこは学校教育だけではなくて、家庭との連携も必要だと考えております。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 あとは何かございませんかね。 

○委員 

 全ての児童・生徒が尊重される学びの推進というここです。現場でこどもたち、それから保護者、そ

して教職員が幸せであるということを願っているわけなんですが、今福井市の中で福井版ポジティブ

教育というものが浸透しつつあり、その言葉を何かどこかに上げられないかなと委員の話や学校教

育課の話で思っております。 

 それから、③番です。 

 児童・生徒の健康増進のところに、突如おいしい給食の提供と、給食だけぽんと出てくる。学校給食

の提供というとただかと思うんですが、ただではありませんので。ほかの都道府県、市町では無償化

というところもありますが、福井市は１食307円払っておりますので、ここに学校給食の提供と出てくる

のは違和感がありました。 

 それから、踏み込んでほしいと思うことが一番最後の⑤番の２つです。 

 学校規模の適正化、これはまさに児童・生徒の学びを最優先することを考えれば、お年寄りの意見

を聞いているのではなくて、今１クラス10人以下のこどもたち、生徒が高校に行ったときにギャップを

感じているというのはもう既に何年も前から分かっているのに、なぜ福井市は統廃合が進められな

い。しかも、小学校がなかなか無理であるのであれば、中学校の中でヒエラルキーが小学校と変わ

らなくてそのまま行くということが生徒にとって全部プラスではない場面もあるのではないかなという

のはずっと感じております。これは地域の意見を待つという市長のご意見があるようなんですが、待っ

ていても地域の方々としてはやはり何かモデルが欲しいんだなという、こういう案はどうかというのを

地域の方々からは個別で聞いたことがありますのでお伝えをします。 

 当然学校の数が減らないということは、教育総務課のほうからの予算の配当が何百万円、何百万

円とかかっていることは承知なので、この統廃合が予算削減になるとか、こどもたちのそういう教育の

ために教育委員会の教員を配置するのが最優先じゃないかなと校長会としても思います。 

 あと、一番最後です。 
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 働き方改革を推進するのは当然なんですが、具体的にどういうことをやるのかということを、もうやり

尽くしている感もあるが、昨日、おとといのニュースで日本の教員たちの働き方の時間も最悪だと出

ているところで、やはり分担しないといけないところをもう少し具体的に働き方をどのように推進する

のかと。デジタル教育技術等を活用しただけでは、雲をつかむような話だなと感じます。具体的にこれ

これをしない、これこれをするとか、これといった文言がなくて、私たちもやり尽くしているので、代案の

言葉をと今ご提示できない自分が申し訳ないです。でも、この書き方では何か駄目なんだろうなとい

う思いで、どなたかご意見ください。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 何にせよ、そのことについて何か委員の皆さんからもどうですか。 

○委員 

 私が思ったのは、先ほどＰＴＡの方も言っていた、聖なる場所だみたいなイメージから、学校の先生も

含めて学校に入り込んでいくというところがない分、先生方もどこに助けを求めていいのか、どこに資

源があるのかが分からないのではないかなと思うので、むしろ不登校で出されたみたいに、外部との

連携的なところで学校の先生の働き方改革みたいなものは取れないものなのか、ということを私は

市民活動目線ですごく感じています。 

 というのも、学校が一番こどもたちと出会える場、無条件で触れられる場なんですが、副部会長が

おっしゃっていたように入りにくいというか、外から行って助けに行きますよといっても迷惑なのかなと

か、そんなことをされてもと思われるかなとかいろんなことを考えてしまうので。もちろん学校の先生と

こどもたちとの関係性は教員とこどもという関係性で、分かりやすく言うと上下的な関係だと思うんで

すが、先生方のやるお仕事は教育、９教科といわれるようなところだと思うんですが、それ以外のお仕

事的なことをもう少し外側に向けていくことは不可能なのかなというのは少し感じています。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 このことも含めて何かご意見等あれば、委員の方、ありませんかね。 

 これは個人的にはいつも思っているんですが、いじめの問題なんかも小学校の高学年ぐらいになる

と、自分たちの仲間のいじめになっているということで、そういうこどもたちでどうしようかと考えさせる

ような場所というのはあるんですか。今素人で聞いているのもあるんですが、学校教育の中でこんな

のあるよとか、こういうことをやっているよって。何かあると必ず保護者や学校の先生が一緒になって

前面に出ていますが、こどもたち同士でそれを解決するような、小学校の低学年とかだと難しいです

が、せめて４年生以上ぐらいや中学生はできるんではないかなと思うんですが、何かそういう教育と

いうとおかしいですが、そのようなことができないかなと思うんですが。 

 いつも書いてると、こどもをみんなで守ってあげないといけない、みんなでしてあげないといけないと

いうことが多過ぎて、逆に言うとこどもたちがもっと自分たちで考えればいい問題もいっぱいあるのか

なと個人的には思っているわけですが、そういうのが何があるかというのは素人で分かりません。その

あたりのとこを何か考えられないかなと思ったりしているんですが、いかがですかね。何か、教育委員

会なりご意見あれば。 

○学校教育課長 

 もちろんそれは、その場その場に応じてこどもたちで解決できるところはさせるように学校ではしてい

ると思います。ただ、それが以前よりもできなくなっているのは間違いありません。 

○部会長 

 分かりました。 
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 何かこんなのがもう少し出ないかなと。あまりにも書かれていることが、保護者や学校の先生がしな

いといけないような書き方が非常に多過ぎるので、ほんと言うと中学生になったら自分たちで少しや

っていくとか、それが逆に言うと生きる力という文科省の言っている基本ではないかと僕は思っている

ので、そこを加味してどうやって育てたらいいんかな。その文章が何かないかなと思って考える。僕は

素人で出てきませんけども、何かあったら。それが１点。 

 もう一つ、先ほど少し話が出ていましたけど、この間ＮＨＫの合唱のコンクールがあって、中学校の部

を見てたんですが、青森だったかどこかで、３校の中学校が集まって合唱をやっていた。それがちゃん

と表彰されているんですよ。最優秀ではなかったんですが。だから、これからはそのような動きという

のも考えていかないといけない時期が来るのかな。あまりにも遠いところに行くようになってくると今

度はバスを出して行かないといけなかったりするのですが、何かそんなものを考えられる教育の何か

あるんですか。僕は分からないので聞いているんですが。 

 保育所の小さいこどもだったら分園や小学校低学年だと分校というのをつくってたんだろうと思うん

ですが、逆に言うと中学生なんかでは、みんなで時々会って、現在この部分についてはみんなで３校

集まってやろうとか、そんなことは考えられるのかどうか、僕は素人ですから勝手に言いたいことを言

っているのもあるんですが、そうすると変わってくるのかなと感じがしますが、そのようなものは現実的

には難しいんですかね、 

○副部会長 

 今のお話で言うと、この前、日本のＰＴＡ研究大会というのが石川でありまして、そこで福井県からも

結構参加させてもらったが、高校の取組では、工業の中で北海道とか九州とか三重のところをオンラ

インでつないで１つの授業を完成させるということで１つのプロジェクトを達成したというのがあって。

能登半島のプロジェクトでもそのような形で進めたというのがあったので、恐らくこのデジタルという

ところの追求をこれからしていくようになるんだろうと思うので、おそらく今言うようなことというのは可

能になってくるんかなと思うんですが、それは明らかに行政支援というのがないとできない状況だよ

なというのを僕はＰＴＡの人たちと話していて思ったので、そのあたりのお考えもお持ちかと思うんで

すがどうなんでしょうか。 

○学校教育課長 

 今、お二人の話は、部活のことですか、それとも授業のことですか。 

○部会長 

 授業も、部活も含めて何かできないかな。 

○学校教育課長 

 部活に関しては、もう既に合同チームはやっております。 

○部会長 

 こどもの小学校の野球なんかは３つも４つも固まってやってますね。 

○学校教育課長 

 はい。それから、吹奏楽に関してですと、これは行政は入っていませんが、ある団体に幾つも中学校

から集まって演奏しているということもあります。そして、今クラブを立ち上げるということになりますと、

いろんなところから集まってくることになるので、１つの学校での活動ではなくなってくると思います。 

○部会長 

 教育では難しいんですね。 

○学校教育課長 

 部活に関しては、今教育から離れようとしていますので、部活動ではなくなっていきますから、学校教

育から離れることになります。ですから、学校教育の中に部活動という、今はまだ残ってますけれども、
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いずれ外へ出ていくことになると思います。 

○部会長 

 全ての授業ではないですが、そういうのはこどもが少なくなったことによって、例えばインターネットを

使いながらやれるや、そういうことは将来考えてはいけないのですか。それとも学校を合併したほうが

いいんですか。 

○学校教育課長 

 インターネット回線の高速回線がある程度整ってきていますので、違う学校との交流は実施している

学校はあります。外国とやり取りをしているところも中にはありますし。ただ、高校みたいに、大々的に

テレビに出ているようなああいうところまではまだいっていませんけれども、ある単元で他の学校と話

合い活動をしたり、そういうことはやっているところはあります。 

○部会長 

 将来そういうことは考えていかないんですかね。文科省の問題になってしまうんですが。先生が楽に

なったり、今先生になる人が少ないというのであれば、そういうことも含めていろいろなことが考えら

れるんかなと思うんですが。これは理想論であって、自分が勝手なことで、知らない素人が言ってるん

ですが。 

○教育委員会事務局教育次長 

 考え方としてはあるかと思いますが、そのあたりにつきましては、やはり国の動向や他市町の動向を

踏まえて、今後検討していくものなのかなと思っております。 

○部会長 

 分かりました。ありがとうございます。 

 何かほかにご意見等。 

○委員 

 先ほど委員から、学校の働き方改革の推進ということで現場で出尽くしている感があるという話が

ありまして、今施策にデジタル技術等を活用した学校における働き方改革を推進しますとなっている

ので、今現状ここには具体的に書かれていないと思うんですけど、今福井市が取り組もうとしている

働き方改革があるのであれば教えていただきたいなと思います。 

○学校教育課長 

 出尽くしているのは私も教員なので分かっております。今言うとすると、先ほど委員もおっしゃいまし

たが、これは学校ではしなくてもいいということを、はっきり文部科学省が言ってくれるのが一番早い

働き方改革だなとは思います。けれども、なかなかそこは文科省も踏み込めていないと。ただ、学校が

すべきである仕事、学校がすべきだけれども外部の人が手伝うべきこと、それから外部がやるのが望

ましいことと３分類にはしてはあります。ただ、それがどこまで効力を持っているかというと疑問なとこ

ろがあります。 

 今、福井市では、県内一斉の統合型支援システムを入れることは来年度行います。それで、少しでも

何とか楽になるといいなと考えております。 

○委員 

 推進がされますように祈るような思いですが、福井の先生はきっと熱心な先生が多いのかなと感じ

ます。本当に温かいし、こどもに対して真面目に向き合ってくださっているなということをうちも子育て

しながらすごく感じてきました。私は友達に東京の教員が多いんですが、東京の教育の現場を聞いて

いると、言葉はおかしいかもしれませんが、割とサラリーマン的な先生が多いなと。定時で帰っていた

りする方が多いなと思いまして、かといって事務的かといったら、こどもに対して熱心じゃないかといっ

たらそうでもないなというのも話していると分かるので、そういった割り切った働き方というのもできる
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といいのかなと感じています。福井の先生には本当に熱心で感謝しかないんですけども、そういった

ところの線引きとか、現場でこれはすごい難しい問題なのかもしれませんけど、そういったところから

できるといいのかなと思いました。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 何かありますか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 学校教育というのは非常に幅が広くて、たくさんいろんなことが出てきています。先生の働き方改革

まで出てきているわけですが。ここへ書かれている中で幾つか修正をしないといけないとこだけはひ

とつよろしくお願いしたいと思います。 

 

（４）政策１６「生涯学習・生涯スポーツに関する政策」について 

○部会長 

 続いて、16のほうへ移りたいと思います。 

 「生涯学習・生涯学習スポーツに関する政策」ですが、このことについて事務局のほうからご説明お

願いできますか。 

○事務局 

 それでは、資料８、原案の25ページ、政策16「生涯学習・生涯スポーツに関する政策」をご覧くださ

い。 

 まず、現状、課題についてですが、公民館は、若者など幅広い世代に対する学習機会や集える場の

提供、地域のコーディネーターとしての公民館運営が求められています。また、図書館については、デ

ジタル技術を生かしたサービスのＤＸ化など誰もが利用しやすい環境を整備する必要がございます。

また、生涯スポーツの充実に向け、ライフステージに応じた活動の場や活動機会の提供が必要となっ

ております。 

 このような現状、課題を踏まえ、次の施策を掲げました。 

 まず、１、市民の生涯学習を支援するについてです。 

 市民の自主的な学習や様々な活動の拠点となる公民館のさらなる機能の強化に取り組むととも

に、幅広い世代に対して多様な学習機会や気軽に集える場を提供し、地域住民の交流を促進しま

す。また、地域への愛着の醸成のため、福井の歴史や文化を学び体験する機会を提供していきます。 

 次に、２、図書館サービスの充実を図るについてです。 

 各図書館の特色を生かした図書の選定や学習環境の整備に取り組みます。また、電子図書の導入

など、デジタル技術を活用した図書の貸出しやＳＮＳなどを活用した情報発信などにより、利用者の

利便性向上に取り組みます。 

 最後に、３、市民の生涯スポーツを支援するについてです。 

 市民が生涯にわたり、スポーツを通して心身ともに健康で活力ある生活が送れるようスポーツ環境

の充実に取り組みます。また、時代のニーズに応じたスポーツ施設の整備に取り組みます。 

 以上で政策16の説明を終わります。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 今の事務局の説明を含めて、何かここに書かれていることでこういうことをもう少しご意見があれば

出していただけますでしょうか。 

○委員 
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 文言の訂正というか検討していただきたいことは、現状のところ、真ん中あたり、地域コーディネータ

ーとしての公民館運営が求められています。これで通じるんですが、こういったように書き換えてもら

えるとありがたいかなと思います。地域のコーディネーターとしての役割が公民館運営に求められて

いますと。公民館運営はコーディネーターだけではないので、そういう役割をこれから公民館運営に

求められていくということを考えていった場合に、地域のコーディネーターとしての役割が公民館運営

に求められていまという文言にしていただけたらと思います。検討してください。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 文言のところですが、これでいいかどうか検討してください。 

 何かほかに。 

○委員 

 私は③の生涯スポーツの部分で、全て入れてもらうのは難しいかもしれないんですが、検討してい

ただきたいことが４点ございます。 

 まず、１点目が、ほかの政策14、15の施策の部分で書かれていることとの整合性としての観点もあ

るんですけが、まずは市民が参加できるスポーツクラブに関する情報発信というのをもう少し強化し

ていただきたい。つまり、スポーツをやってみたい、何か活動してみたいと思ってもどこでどんなことを

やっているんだ。確かに一部広報はされているんですけが、それがまだ十分浸透していない部分もあ

りますので、ぜひ情報発信の部分を施策に入れていただきたいと。 

 ２点目が、大会やイベントの拡大、提供等、練習の成果を発揮する場ついてご検討いただきたいと

思います。桜マラソンやその他スポーツイベントは開催されているんですが、それをより拡大していけ

るような施策というのを上げてもらえるとありがたいと思います。 

 ３点目が、研修の充実等による指導者の質の保証という部分も施策として入れていただきたい。そ

の研修については、指導者だけではなく一般の方も参加できる研修というのも増えるとプレーヤーと

しての知見も広がるのかなと思いますので、そういった研修の充実を検討していただきたい。 

 ４点目が、健康や運動に関する正しい知識を身につける取組にもぜひ取り組んでいただきたいと思

っております。そういった運動や健康というのは、小・中高の保健の授業でこどもたちは学んでいるん

ですが、高校卒業後、そういった知識に触れる機会は非常に少ないのかなと思います。触れるときに

は、もう自身が不健康になっていたり、健康的にはまずいと感じたときに初めて調べ始めるので、それ

では遅いのかなと。様々な健康に関する情報が飛び交っている中、そういった一歩前の段階で正しい

情報も市として発信できると、市にとっても有益になるのかなと思っております。 

 余談なんですが、個人的な意見として、先日スポーツ庁の体力テストの結果で30代女性の体力低

下が見られたということがニュースで報じられていたわけなんですけが、本市においても働き盛り、ま

た子育てで活躍されている20代、30代、40代のスポーツ実施率が他の年代と比べて低い状況にあ

りますので、そういった20代から40代に主眼を置いた取組もしていただけると、また福井市における

スポーツの実施状況というのが変わってくるのかなと思いますので、ぜひご検討いただければと思い

ます。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 今のことについて、事務局のほうから何かあれば。 

○商工労働部次長 

 まずは、１点目の市民が参加できるスポーツ大会やスポーツをする機会の情報発信ということだと

思いますが、まず福井市で各地区体協の市民スポーツ大会であったり、それから各地区でやってい
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る運動会、各競技団体が主催しております大会等につきましては、かなりの数……。 

○委員 

 大会ではなくてクラブ。 

 こういうところでこういった運動教室をやっていますよとか、そういうイベントや大会ではなく。 

○商工労働部次長 

 例えば、行政的に関わっているクラ等であれば把握はしているんですが、民間が実施しているクラブ

や、様々な有志が集まって実施しているものについては、基本的にはスポーツ課では把握していない

と思います。例えば大会というのはないかもしれませんが、各それぞれの競技団体等が行っている

様々な教室、それらは協会のほうから皆様に情報発信をさせていただいているのが現状かと思いま

す。 

 あとは、２番目に、練習成果を発揮できる施策ですか。例えばランニングをしていてマラソンに出ると

かというようなことをこちらに入れ込むという形かと思うんですが、基本的に先ほど前段で言ったこと

とかぶるかもしれないんですが、それぞれ一生懸命やられている方、競技会に出たい、発揮したい方

もいますし、自分の健康のために運動をしている方、スポーツをしている方、様々ありますので、そこを

この中に個別に入れていくというのはなかなか難しいのかなと今思っております。 

 あと、指導者の質の向上です。一般の方も参加できる研修等の開催ということだろうと思いますが、

指導者の質の向上については、これも各競技団体等において指導者の質の向上に取り組んでいる

部分があります。その中に一般の方を入れ込めるかとういのはちょっとあれなんですが、スポーツ課な

どで一般の方を対象にした指導というとなかなか難しいとは思います。別の角度ですが、例えばスポ

ーツ少年団なんかですと、保護者の方を対象にした栄養の講習などは実施しています。 

それぞれの専門的なことになるとどうしても各競技によっても違う部分があるので、そこは各競技

団体、それぞれの競技に応じた指導者の育成ということを各協会、競技団体で取り組んでいる部分

かと思っております。 

 最後に、健康に対する保健や。委員、最後のはどういう形でしたか。健康に対する前の部分の学校

教育等を含めてですね、保健的な。 

○委員 

 私が申し上げた４つの事項というのは、ほかの政策におけると、どこにあったか忘れてしまったんで

すが、保育士などの質保証の話が出てきたり、またほかの部分での知識を身につける取組を行いま

すという文言があったので、そういったものをスポーツに関してもやっていただきたいという意見です。

今のところ回答を聞いていると、連盟やスポーツ少年団にお願いしていて、スポーツ課で把握できな

いので取組は難しいという解釈でよろしいですか。 

○商工労働部次長 

 スポーツ課が主催となってする部分ではなく、様々なスポーツ協会等とは繋がりはありますので、連

携してやっていることというのはできるとは思うんですが、指導者の方のどこのレベルまで求めるかと

いうと、なかなか難しい部分もあるのかなと思っています。その競技によって求めるものも違いますし、

例えば試合というとあれですが、コーチングの資格を持っていないと試合に出れないとか、各競技に

よって違うと思うんですね。そういったこともありますので、それはなかなか難しいのかなと私は考えて

おります。一般の方向けに、スポーツに対する全体的な講習会というのはできないことはないとは思

いますが。 

 最後に、20代から40代の方々のスポーツや運動をする機会が減っている。先般テレビでもやってま

したかね。福井はかなり運動とかをする機会が少ない、パーセンテージが低いということでニュース

か何かでやってたかと思います。確かにスポーツっていうとなかなかハードルが高いと思うんですが、
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毎日のウオーキングであったり、例えば冬になると雪かきがありますよね。あれも考えると運動といえ

ば運動かなと思います。 

 第２期の福井市スポーツ推進計画の中でも、重要な業績指標という形で、これは県のほうの計画で

も言っているんですが、週１回以上、軽運動やスポーツをする成人の割合ということで、福井市では

令和５年で48.7％。国のほうも言ってますが、70％ということで目標を立てていますので、福井市とし

ても70％でしています。 

 これ市民意識調査などのアンケートで回答をいただいているもののうち、福井市の分を抽出してい

るんですが、アンケートを送られた方の取り方がちょっと違う場合もあるんですね。例えば、畑仕事と

いいますか、畑仕事も軽運動だと捉える方もいますし、これは運動ではないという捉え方もあると思う

ので、聞く側としてももう少しそのあたりを踏まえて聞くべきところはあります。実際、結果としては低い

数字にはなっているんですが、それぞれの感覚で言いますと、例えばウオーキングをされる方や、自分

でジムへ行って運動される方、時間的なもので制約がいろいろあると思いますけども、そういった形で

取り組まれているのかなと感じているところです。 

○委員 

 今おっしゃられたことは、私もスポーツ推進審議会の会長をしていますし、部活動でも携わっている

ので、承知した上での発言です。 

 繰り返しになってしまうんですが、ほかの政策の施策の中で上げられている事項をなぜスポーツの

分野で入れられないのかという部分も疑問に思っていますので、このような今施策で掲げられている

２点では片づけられないんのではないと。もっと取り組むべき、上げられる施策というのはあるんでは

ないかなといったことで４点ほど提案させていただきましたので、無理だったら無理で結構なんです

が、ぜひ福井市の生涯スポーツを推進していくために、もっとこんな観点があるのではないかというこ

とをご検討いただければと思います。 

○商工労働部次長 

 今、委員からいただいた意見については、一度持ち帰りまして、どのあたりまで入れられるかというこ

とをまた検討させていただきたいと思います。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

○委員 

 こども目線からも、大人目線からも見て、このスポーツという言葉に非常に抵抗がある方やある子

がいるということを実は思っていて、これは市民が生涯にわたりどうしてもスポーツを通さなくてはい

けない感じではなさそうなので、運動を通して、という形に変えるだけでも少しニュアンスが変わるの

ではないかと思っています。一番最初のちょぼなんですが、スポーツ課に関しては、市民が生涯にわ

たり、運動を通して心身ともに健康で活力ある生活が送れるようスポーツ環境の推進を行うというこ

とですよね。なので、今おっしゃられた入り口を下げることも、市民サービスとして施策の中に入れてい

けば、こどもも、スポーツというとスポ少に入らなくてはいけない、何か大会に出なくてはいけない、技

術が上がらなくてはいけないみたいにハードルが上がってしまって。ただここで求めていることは、そう

いった気持ちではないわけですよね。むしろ、こどもからおじいちゃん、おばあちゃんまで、スポーツを

通して健康増進したり、本当にスポーツ自体が楽しくて、将来像の中にあるチャレンジとか、ちょっと挑

戦してみようみたいな気持ちになるようにするのであれば、スポーツに触れたり、運動する機会が少な

いということだからこそ、私も今40代なんですけが、じゃあ今からスポーツクラブに行ってバドミントン

やってとか言われると、絶対その技術までいかないなと思って、気後れしてそもそも入らないみたいな

感じですし、何ならスポーツクラブですらそんな状況になりそうで、ちょっとどきどきして入れないみた
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いな方たちもいっぱいいると思うと、実は、この前モルックの大会に参加して、楽しくできるのを見たり

とかするだけでも、こういうことを自然と触れられて、これもスポーツなんだって思える機会が、市民に

生涯スポーツですよ、支援しますよという中に市の施策として入っていけると入り口が簡単になるの

かなということをすごく感じました。 

 なので、知識だったり、こういう増進ができるんだよとか、あとこういう研修をしたことで体の仕組み

が分かって、自分が筋力を上げたほうがいいんだなとか、そういうことを知れる場としては、ライフステ

ージに応じたスポーツの親しみというのは感じられるんではないかと私は思いました。 

○部会長 

 それでは、ほかはいかがですか。 

○委員 

 前回の政策16のまずタイトル、学習やスポーツに親しめる町というここに文化芸術とかはどうなるの

かという質問に対して、ひとではなくて第３のところでというご回答がありまして、ここ、なぜ図書館と

公民館だけ飛び出てるのかなと思います。 

 それから、生涯スポーツにしても、これだけでは少し足りなのではないかと今委員がおっしゃったとお

りに私も思っています。政策の前のほう、13をぱっと見させていただきますと、ここに文化芸術という言

葉があるのではないかと。というところで、これはやはり分けないと、せっかく福井市にある資源をこん

なふうに活用していきましょうということが書かれているので、こっちに何かもっと、私が知りたかった

のはここなんだって、16のところでは思っていたんです。これを合体することはそもそも無理なんです

か。 

○事務局 

 今ほどのご質問ですが、今回政策13で地域資源を新たに設けた政策になります。この趣旨としまし

ては、狭義の文化芸術、今まで言いました文化芸術からサブカルチャーや今盛り上がっている福井ブ

ローウィンズ、様々な福井の地域資源を一緒に盛り上げていこうという趣旨でこちらのほうに地域資

源という政策をつくらせていただいております。 

 今のところは、生涯学習、生涯スポーツということで、ひとという分野で分けさせていただきまして、新

たに設けた地域資源ということでその中に文化芸術を入れさせていただきまして、一緒に盛り上げて

いこうということで分けさせていただいております。 

○委員 

 諸事情あるとは思うんですが、分けることは結局福井市民にとってメリットがあるのかどうかというと

ころを審議してください。 

○部会長 

 あとは、何かご意見ありますか。 

○委員 

 ２番目の図書館サービスのことです。 

 利便性の向上をするために、デジタル技術を活用した図書の貸出し、ＳＮＳを活用した情報発信とあ

りますが、具体的にどんなことでしょうか。 

○図書館長 

 デジタル技術を活用したという内容については、電子図書の導入や、自動貸出機の増設、それから

スマホで利用者カードを使えるようにできるんですが、そういったことの推進などがあります。 

 また、ＳＮＳを活用した情報発信については、現在、旧ツイッター、Ｘを市立、みどり、桜木３館で１つず

つ持っております。また、フェイスブックも市立図書館として１つ持っておりますので、そちらを活用した

情報発信をしていきたいというものでございます。 
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○部会長 

 ありがとうございました。 

 あと、ありますかね。 

   〔「なし」の声あり〕 

 16はこれで審議を終了したいと思います。 

 最後に、資料の10－４をお開きください。 

 これは、第１回の専門部会で審議していただいた分野Ⅳ、ひと、これの政策階層の目標と具体的内

容をまとめたものです。 

 政策の文章につきまして、今後検討段階で若干の変更もあると思いますが、本日は特にご意見が

なかったので、現段階ではこの記載で取りまとめてよろしいか、それともここを少し修正してほしいっ

ていうのがあればしていただきたいと思います。 

 14のとこは、こども一人一人が自ら可能性を広げるよう社会全体でこどもの成長を応援することに

より、これを応援し、こどもの未来が輝く町をつくるという形にさせてもらうというふうに先ほど言った

んですが、事務局でもう一遍検討していただければと思います。 

 あと、３つ書いてあります。何かありますかね。 

   〔「なし」の声あり〕 

 なければ、15のところも健やかで自立心を持って未来を切り開くこどもを育む町をつくるっていうこ

とで、あと２つ書かれています。これについて何かこういう点、これは学校教育に対する政策ですが。

いかがでしょうか。いいでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 じゃあ、16番目へ移ります。 

 先ほど皆さんたちに聞きましたが、「生涯学習・生涯スポーツに関する政策」で、市民が生涯にわた

り、学習やスポーツに親しめる町をつくるということで書かれていますが、これでいいでしょうか。ここ

をちょっとこういう具合に直してほしいとかあれば、ご意見。 

 いいですかね。 

○委員 

 16番のところの違和感は、この図書館だけがむしろ地域資源ではない、ひとの中に入るのかなとだ

んだん思えてきてしまったので、所管があったり所属のいろんな面があるのは重々承知なんですけ

ど、ここだけ浮くのは突然人ではなく物になってしまったというか、これは人なのかなというところに、ち

ょっと分野の分け方がよく分からなくなってしまったので、そこを含めてご検討いただけるといいのか。

私は、地域資源の中に図書館があってもいいのかなと感じてしまいました。 

○事務局 

 政策13に芸術や文化が入っていることについては、今回、令和６年の新幹線開業がありまして、来

年３月で２年を迎えるという中で、一方でさらににぎわいとか交流を拡大して持続化させていくという

ことも福井市の今の課題としてありまして、そうした中で今回新たに文化財も含めた文化であると

か、新しいダンスなどそういった様々な地域資源を活用して、地域活性化や経済活性化につなげてい

く必要もあるのではないかという観点から、専門部会３のしごと・地域資源に今回移して立てつけを

しているという状況でございます。 

 図書館やそういった細かいところがどうしても13、14と分ける関係で、全ての政策がきれいに立て

つけがされているという状況ではないかもしれませんが、一度そのあたりの整理については、改めて

検討はしたいと思います。 

 また一方で、その位置づけが場合によっては全て今申し上げたように、きれいに完璧なつなぎ目が
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ないように立てつけできるかというのは、苦労した結果今このような配置になっている関係もありまし

て、一度検討はさせていただきますが、いずれにしましても全ての事業をこれからやっていく際には全

ての部局間、担当所属間で横の連携を図りながらしっかりと取り組んでまいりたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 立てつけにつきましては、今いただいたご意見を基に再度検討させていただきます。よろしくお願い

いたします。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 何かそのほかありませんでしょうか。 

 今日ご意見出たことなど若干修正することも出てくると思いますが、次回のときにまたその部分を含

めてどこを修正したかということも皆さんたちにご説明をさせていただきます。 

 今日のところはこれでいいでしょうか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 これで、今日はこれで終わらせていただきたいと思います。 

 それでは、事務局、よろしくお願いします。 

 

３．閉会 

○司  会 

 西村部会長、本当にありがとうございました。また、委員の皆様には、長時間にわたり、また貴重なご

意見を多数いただきまして誠にありがとうございました。 

 最後に、次回の専門部会の開催日時についてご連絡を申し上げます。 

 次回は11月25日火曜日の14時から、市役所本館８階の会議室で開催予定をしております。委員

の皆様には、引き続きご出席賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、以上をもちまして福井市総合計画審議会専門部会第４部会の２回目の会議を終了させ

ていただきます。 

 皆様、本当にありがとうございました。お疲れさまでした。 

（以  上） 
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